
フローモニターアーム
保証書 ・ 組立、取扱説明書
まずはじめに必ずお読みください。
お手元に必ず保管ください。

・9㎏以上のモニターを、フローモニターアームに取り付けないで下さい。
・デスク、テーブル、作業台などが、アームとモニターの重さに耐えられることを確認して下さい。
・本来の目的以外で本製品を使わないでください。
・モニターの角度を調整しているときは、モニターをしっかりと持って下さい。
・指を挟まないように注意して下さい。
・本製品を分解したり、組み立てたりしないで下さい。
・アームを組み立てる前にモニターを設置しないで下さい。
・本製品取付け部に凹みのあるモニターには、スペーサー、または75mm のVESA プレートが必要な場合があります。
・モニターアームの組立用に同梱しているネジは、正しいモニターすなわちVESA のマウンティングホールのあるモ
ニターに使用されることを想定しています。そのため、組み立てる前には、ご使用の機器類が、このような組立に
関して適正な機器であることをご確認下さい。この確認をしなかったことによって発生した機器類の補償につい
て、コルブルック・ボッソン・サンダース社は責任を負いかねます。
・適正な取付けを確実に行うために、この「保証書 ・ 組立、取扱説明書」を注意深くお読み下さい。

・すべてのネジが締まっていることを確認し、必要に応じて調整して下さい。固く絞った布で水拭きして下さい。溶
剤を使わないで下さい。

メンテナンスと点検

安全上のご注意

①最初に同梱されているパーツを確認してください。

モニターマウントプレート

ネジ（M4×10）4個
ネジ（M4×12）4個
六角レンチ
ケーブルマネージメントクリップ

フローアーム

フロースプリットクランプセット または フロートップマウントクランプセット

180゜360゜

タブ

ストッパー

アームを360度回転
させる場合

アームを180度回転
させる場合

ネジをクランププレートの
凹部に当たるように置く。

180̊

タブ タブ

最後までしっかり締めてください。

セッティング1
セッティング2
セッティング3/4

デスクの厚み

ネジを最後までしっかり締めてください。

ストッパー

アームを360度回転
させる場合

アームを180度回転
させる場合

セッティング1： 13mm
セッティング2： 28mm
セッティング3： 40mm
セッティング4： 71mm

（ⅰ）M6のネジでクランププレートをセットします。

②デスクに合うクランプセットをデスクに取り付けます。
フロースプリットクランプセットが同梱されている方は、②-aをご覧ください。
フロートップマウントクランプセットが同梱されている方は、②-bをご覧ください。
※ハーマンミラーのエンベロップデスクには、フロートップマウントクランプセットをご
使用ください。

②-a フロースプリットクランプセットをデスクに取り付けます。
※フロースプリットクランプは、アームが180度回転するように設定されています。
アームを360度回転させたい場合は、まず（ⅵ）をご覧ください。

（ⅱ）クランププレートは、デスクの厚みに応じて、
ブラケットの穴に取り付けます。

（ⅳ）クランプを天板に取り付けてください。クランプが
天板のエッジにぴったりとつくまで差し込んでくだ
さい。

（ⅵ）アームを360度回転させたい場合は、 クランプ
のカバーをはずし、ストッパーの位置をずらし
てください。
※工場出荷時は、180度の回転設定になってい
ます。

（ⅲ）M10のネジでクランプパッドをクランププレートに
取り付けます。

（ⅴ）M10のネジを六角レンチで締めてください。

A 天板の厚みが
12～18mmの場合

B 天板の厚みが
19～25mmの場合

（ⅰ）フローモニターアームを取り付けたい天板の位置に、
クランププレートを置きます。

（ⅳ）C型ブラケットを、天板に置いたクラン
ププレートと天板をはさむように取り付
けます（ブラケットの内側が天板のエッ
ジに沿うように取り付けます。ネジがク
ランププレートの凹部に当たるように置
きます）。

（ⅴ）六角レンチでネジを締めます。 （ⅵ）クランプカバーを取り付けます。

（ⅱ）モニターアームを取り付ける天板の厚みを測ってください。天板の厚みによってス
ペーサーパッドをC型ブラケットにセットする方法が変わります。
天板の厚みが12～18mmの場合は、「A」と刻印されている面を上にして、C型ブ
ラケットを差し込んでください。天板の厚みが19～25mmの場合は、「B」と刻印
されている面を上にして、C型ブラケットを差し込んでください。
※スペーサーパッドとC型ブラケットを一度セットすると、2つのパーツを取り外すことが難しくなる場合
があります（固いため、とりはずすのに力が必要な場合があります）。天板の厚みを測ってからAまたは
Bどちらかを上にしてセットしてください。
※2つのパーツを取り外すことが難しいときは、C型ブラケットにあいている穴に、先のとがったもの（芯
の出たシャープペンシルのようなものや、針のような先の鋭利なものは使用しないでください）を入
れて押しながら、C型ブラケットとスペーサーパッドをそれぞれ引っ張ってください。

（ⅲ）アームを360度の回転にするか、180度の回転に
するかを決めてください。
360度回転させたい場合は、ストッパーのタブの
幅が広い方が上を向くようにストッパーをクランプ
プレートに置いてください。180度回転させたい
場合は、ストッパーのタブの幅が狭い方が上を向く
ようにストッパーをクランププレートに置いてくだ
さい。
※ストッパーの設定を変える場合は、支柱についている黒いプ
ラスチックカバーと、支柱の上の溝についている黒いリング
状のパーツをはずしてください。

②-b フロートップマウントクランプセットをデスクに取り付けます。

C型ブラケット

取り外すことが難し
いときは、先のとが
ったもので押す

スペーサーパッド



4 x

4 x

9kg/19.8lb

カチ
ッ！

③モニターアームをクランプに取り付けます。

④モニターマウントプレートをモニターに取り付けます。

モニターをはずす場合は、モニターマウントプレートの上部を押しながら、垂直にモニ
ターを上に抜いてください。

マウントされたモニターをアームに取り付けます。

重要！ 
アームをクランプに完全に
入れてください。

4つのネジをしっかり締めてディ
スプレイを取り付けてください。
ネジの挿入が浅かったり、深すぎ
たりすると、ディスプレイを傷つけ
たり、怪我をしたりする場合があ
ります。

重要！ 

取り外す前に、アームを上に持ち
上げてください。上に上げた状態
にしないで取り外すと、モニター
が跳ね上がってしまう場合があり
ます。

重要！ 

ネジの挿入が深すぎる

9kg以上のディスプレイを
取り付けないでください。
電動ドリルは使わないでください。

ネジの挿入が浅い

必ず垂直に差し込んでください。はまった瞬
間に音がします。少しでも斜めになっている
と、しっかりはまりません。

押す

Lighter
monitor

Heavier
monitor

モニターの位置調整をしやすくするため
に、六角レンチで調節してください。モニ
ターが重いときは六角レンチを左に回し、
軽いときは右に回してください。

企業などで、同じ重さの
モニターを何台も取り付
けるときに活用してくだ

さい。最初にセッティングしたモ
ニターアームのウェイトゲージを
確認し、他のモニターアームも同
じゲージに合わせれば、取り付け
る時間を短縮できます。必要であ
れば、その後個別に微調整してく
ださい。

モニターアームが図の角度に
なっているときに、より簡単に
正確に調節しやすくなります。

⑤モニターが適切な高さに位置するように、モニターの重さに応じてアームの
ウェイトゲージを調節します。

⑦モニターのケーブルをケーブルマネージメントクリップに収納します。

⑧モニターは自動的にバラン
スを保つ設計になっていま
すが、モニターを少し下に向
けたい場合は、左右両方を
ネジで締めてください。

⑨フローモニターアームが正しくセットアップされれば、使いたい位置に自由に
モニターを簡単に動かすことができます。モニターは横、縦、自由に回転させ
ることができます。

⑥ウェイトゲージを活用します。

モニターアームを動かした
り、モニターを回転させたり
するときに、ケーブルが引っ
張られたり、ひっかかったり
するのを避けるために、十分
な長さのケーブルを確保する
ようにしてください。

重要！ 

締め過ぎないように注意してください。

重いモニター
のとき

軽いモニター
のとき

左右両サイド、同じように
締めてください。

スクリーンを回転させるために、ケーブルが余裕あるセッティングに
なっているかどうか確認してください。

約90 度
約90 度


